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佐

多

稲

子

は

長

崎

市

に

生

ま

れ

、

十

一

歳

で

上

京

す

る

ま

で

の

少

女

時

代

を

長

崎

で

過

ご

し

た

。 

『

樹

影

』

は

、

妻

子

あ

る

日

本

画

家

の

男

と

華

僑

の

女

の

愛

と

死

を

、

原

爆

と

い

う

長

崎

の

傷

痕

と

と

も

に

描

い

た

作

品

で

あ

る

。

野

間

文

芸

賞

受

賞

作

。

『

私

の

長

崎

地

図

』

は

、

モ

デ

ル

と

言

わ

れ

る

池

野

清

に

よ

る

装

幀

で

あ

る

。 

生

家

に

程

近

い

諏

訪

公

園

に

は

、

昭

和

六

十

年

、

地

元

の

有

志

に

よ

っ

て

「

樹

影

の

碑

」

が

建

立

さ

れ

た

。

碑

文

に

は

冒

頭

の

次

の

文

章

が

刻

ま

れ

て

い

る

。 

あ

の

人

た

ち

は

何

も

語

ら

な

か

っ

た

だ

ろ

う

か

。

あ

の

人

た

ち

は

本

当

に

何

も

語

ら

な

か

っ

た

だ

ろ

う

か

。

あ

の

人

た

ち

は

た

し

か

に

饒

舌

で

は

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

あ

の

人

た

ち

の

人

柄

に

先

ず

よ

っ

て

い

た

。 
こ

の

碑

は

、

悲

し

い

出

生

の

後

、

幼

く

し

て

故

郷

を

離

れ

、

二

度

の

結

婚

と

離

婚

な

ど

人

生

の

曲

折

を

味

わ

っ

て

き

た

佐

多

に

と

っ

て

、

「

ふ

る

さ

と

」

へ

回

帰

す

る

場

所

と

な

っ

た

。

 


